家庭礼拝　2011年6月8日　コリント第Ⅰ　16章
　賛美歌175　我が心は　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌342　神の霊よ今くだりて
起

いつの間にか、コリント第一の手紙も、最後の章に入りました。15章では、パウロの手紙の神髄かとも思われる高尚な復活に関する、話が展開されました。最後はどんな締めくくりになるのかと思うと、とても現実的で身近な話で締めくくっています。この落差に多少驚かされてしまいます。これがパウロらしさかもしれません。この高尚な論理の展開も、この身近で現実的な勧めも、パウロにとっては等しく大切なことなのだと思います。

このコリントの手紙は、コリント教会のパウロに対する離反と分裂の危機に対して、書かれたものです。パウロはこのコリントの教会に対して、イエスキリストの下にある一致を願って、コリントの教会の人々がどうしたらよいのか、信じるべきものは何かを語ってきました。時には高圧的に、時にはなだめすかすように、手を変え品を変えてコリントの人々に訴えてきました。ここしばらくは、霊的に高い次元の話がなされてきました。キリスト教の信仰とは何かを語ってきました。
ところが、最後はエルサレム教会の信徒のための募金の話と、パウロのこれからの伝道旅行計画の話です。とたんに現実に引き戻されます。エルサレム教会への支援の募金は、パウロが異邦人伝道を許されるときに約束として、してきた話です。ほかの教会の皆がしてきたように、コリントの教会にも、この約束を守るようにと勧めます。パウロは、信仰の世界を目指しても、決して現実を忘れる人ではありませんでした。最後の結びにも、マラナ・タ、主よ来たりませといって、この世にしっかりと足がかりを置いています。

このコリントの第一の手紙は、エフェソで書かれました。それは、コリントの教会が分裂していろいろな意見が飛び交っているのを知らされて、危惧したからでした。今まで、一通りこのコリント第一の手紙を読んできましたが、この書簡の最後なので、ここでもう一度、何が書かれてきたのかを、振り返ってみたいと思います。大きくは4つの部分に分かれていました。
· まず第一の部分は1章～4章でパウロがコリントの共同体で起こっていた深刻な分裂について嘆いていることが、書かれていました。
· 第二の部分は5章と6章で、パウロがコリントの共同体で起こっているといわれた不道徳な行いについて改めるよう忠告していました。

· 第三の部分は7章～14章にわたる箇所で、コリントの信徒からの疑問点にパウロが答えていました。ここでは「主の晩餐」について触れられ、パウロ時代の教会生活が表されていました。また13章には「愛の賛歌」と呼ばれる箇所が含まれていました。

· 第四の部分、結びの部分となる15章と16章ですが、死者の復活についてのパウロの考えが記され、最後の挨拶が述べられていました。
このように、多岐にわたって、この長い手紙をしたためて、このコリントの第一の手紙をテモテに託して、コリント教会に送りました。ですがその結果はあまりよくありませんでした。事態はいっそう悪くなったようです。それで、パウロ自らコリントに赴いたのではないかとも言われています。コリントの第二の手紙7章８節9節では
２コリ 7:8　あの手紙によってあなたがたを悲しませたとしても、わたしは後悔しません。確かに、あの手紙が一時にもせよ、あなたがたを悲しませたことは知っています。たとえ後悔したとしても、

２コリ 7:9　今は喜んでいます。あなたがたがただ悲しんだからではなく、悲しんで悔い改めたからです。あなたがたが悲しんだのは神の御心に適ったことなので、私たちからは何の害も受けずに済みました。

　このように、この第一の手紙によって、コリントの人々は悲しみましたが、最終的には悔い改めへと導かれ、神の御心にかなったものとなったことをパウロは喜んでいたのです。
承

ではこの最終章の本題に入ります。
最初はエルサレム教会への、献金の話です。パウロは１節と2節でこういいました。
１コリ 16:1　聖なる者たちのための募金については、わたしがガラテヤの諸教会に指示したように、あなたがたも実行しなさい。

１コリ 16:2　わたしがそちらに着いてから初めて募金が行われることのないように、週の初めの日にはいつも、各自収入に応じて、幾らかずつでも手もとに取って置きなさい。

　エルサレム教会への献金は、ユダヤ人教会と異邦人教会とを結びつける大切は働きをしていました。そして、エルサレムの教会が異邦人伝道を認める際の約束でもありました。ですからどの異邦人教会もエルサレム教会に献金することをしていました。これは税金のようなものではなく、単に貧しいエルサレム教会の人々を助けるためでした。このコリントの教会も同じようにそれを行いなさいと言うことなのですが、ちょっと、命令的なのが気になります。献金が自由な意思によって行われることが大切であることを言っているはずなのですが。ちょっと高圧的な気もします。このようなこともコリント教会から反発を受けたのでしょうか。そして、パウロは3節4節でこういいました。
１コリ 16:3　そちらに着いたら、あなたがたから承認された人たちに手紙を持たせて、その贈り物を届けにエルサレムに行かせましょう。

１コリ 16:4　わたしも行く方がよければ、その人たちはわたしと一緒に行くことになるでしょう。
こう言っていましたが、結局パウロは、パウロ自身もエルサレムに行き、そしてそこで捕らえられることになり二度と帰ることはできませんでした。
そのようなことになるとは思っていないパウロはさらに、これからの伝道旅行の計画についても語っています。今パウロはエフェソに居て、この手紙を書いています。そして五旬節の時までそこにとどまって、その後コリントに行くことを言っています。自分が行くときにはマケドニア経由で行くことになるだろう、と言い、コリントにつくと冬になるだろうから、その間はコリントに留まるだろうということを言っています。そして、自分が行く前にこの手紙をテモテに託するので、彼のことをよろしくお願いしますと頼んでいます。そして、自分自身は、主が許してくだされば、きちんとあなた方と会って話をしたいと考えていたわけです。7節です。
１コリ 16:7　わたしは、今、旅のついでにあなたがたに会うようなことはしたくない。主が許してくだされば、しばらくあなたがたのところに滞在したいと思っています。
パウロはアポロとも、連絡を取っていたようです。分裂の相手となるものとして、敵対視していたわけではなく、一緒にコリントの教会を立て直そうと思っていたようです。それで、アポロにもテモテたちと一緒にコリントへ行くことを勧めました。12節です。
１コリ 16:12　兄弟アポロについては、兄弟たちと一緒にあなたがたのところに行くようにと、しきりに勧めたのですが、彼は今行く意志は全くありません。良い機会が来れば、行くことでしょう。

　アポロは、ごたごたに巻き込まれたくなかったのかもしれません。結局一緒に行くことはありませんでした。

転

そしていよいよこの手紙も終わります。パウロはこの手紙の最後にこういいました。13節と14節です。
１コリ 16:13　目を覚ましていなさい。信仰に基づいてしっかり立ちなさい。雄々しく強く生きなさい。

１コリ 16:14　何事も愛をもって行いなさい。

　とても励まされる、力強い言葉ですが、この言葉は、どんなときに言われるでしょうか。どんな人々を励ますでしょうか。私の思いでは、多分、自分自身をも含めて迷いの中にある人々に対して、励ますときに言うのではないかと思います。例えば、たとえ、迷いの中にあっても、目を覚まして、主を見上げなさい。迷いの中にあっても、信仰に基づいてしっかりと立ちなさい。そして、迷いに惑わされることなく、雄雄しく強く生きなさい。そして迷うことなく、何事も愛をもって行いなさい。そのように言うのではないかと思います。もし私たちもまた、信仰に迷いが生じたなら、この言葉によって、引き戻され、また立ち直ることができるかもしれません。私たちの心の中にも刻み込んでおきたい言葉です。目を覚まして、信仰にしっかりと立ち、雄雄しくしかも愛をもっていきなさいという励ましなのです。
そして、手紙の最後は、依頼とか意見で終わるのではなく、感謝や心からの挨拶を取り交わしています。この手紙の最初は、祈りで始まり、最後も祈りで終わっています。そして終わる前に、関係する人々への感謝を述べているのです。パウロはこう言っています。
労を惜しまず世話をしてくれた、ステファナの一家のために、　どうか、あなたがたもこの人たちや、彼らと一緒に働き、労苦してきたすべての人々に従ってください。とお願いしています。
そして、ステファナ、フォルトナト、アカイコのために、感謝を述べています。そしてこのような人々を重んじてくださいといっています。　　きっとこれらの人々は、教会の大切な働きをする人々だったかもしれません。
アジア州の諸教会があなたがたによろしくと言っています。と言って、諸教会からの挨拶を伝えています。

特にアキラとプリスカが、その家に集まる教会の人々と共に、主においてあなたがたにくれぐれもよろしくとのことです。

このアキラとプリスカは、当時の教会の中にあって有名な人でした。当初はローマに住んでいたのですが、ユダヤ人の追放令にあって、コリントに移住したときに、パウロと出会いました。そしてパウロの移動にあわせるかのように、エペソへ、そしてまたローマへと移動しているのです。アキラとプリスカはどこに移住してもその家は必ず教会となりました。だから多くの人々に知られる人となったのです。当時はまだ教会堂はなかったのです。このような個人の家が教会となり、そこで多くの人々が礼拝し交わりを行っていたのです。

そして最後には、すべての兄弟があなた方によろしくといっていますと言いました。ここで、パウロの口述による手紙は終わります。そしてその手紙にサインをするかのように、パウロ自らの手で、言葉を書いています。パウロは、多分、目も悪かったので、細かい字は書けなかったのだと思います。最後にはきっと大きな字で自分で書いたのだと思います。その言葉はこうでした。21節から24節です。
１コリ 16:21　わたしパウロが、自分の手で挨拶を記します。

１コリ 16:22　主を愛さない者は、神から見捨てられるがいい。マラナ・タ（主よ、来てください）。

１コリ 16:23　主イエスの恵みが、あなたがたと共にあるように。

１コリ 16:24　わたしの愛が、キリスト・イエスにおいてあなたがた一同と共にあるように。
22節で、マラナ・タと書いてありますが、これはアラム語です。括弧で主よ来て下さいとなっています。これは、主は近い、という意味でもあります。このように原語をそのまま使うのは、今私たちが使っている、ヘブライ語のアーメンと同じように、この時代にはアラム語によるマラナ・タという言葉がそのままで、よく使われていたようです。このアラム語はイエス様が話されていた言葉です。イエス様が十字架の上で叫んだ、エロイ、エロイ、ラマ、サバクタニという言葉もアラム語です。今でしたら、主とともにありますようにという、締めの言葉のように、アーメンという同意の言葉のように、マラナ・タという言葉が多く使われていたようです。ですが、その前にある、主を愛さないものは、神から見捨てられるがいい、という言葉はちょっとぞっとさせられる言葉です。本当にこれがパウロが言ったのか気になるところです。
パウロの直筆の最後の言葉は、主イエスの恵みがあなた方とともにあるように。私の愛が、イエスキリストにおいてあなた方一同とともにあるようにという祝福の言葉でした。パウロの祝福を願う思いがこめられた言葉だと思います。この言葉を、自分の部屋の中に掲げている人も多いかもしれません。これは私たちクリスチャン全体の願いであり祈りです。
結

コリントの信徒への手紙第一がこれで終わりました。パウロがてこずり、心配し、四苦八苦して何とかコリントの人々がイエスキリストの救いの内にあるようにと願っている様子がわかります。パウロ自身に対する反発も強い中、コリントの人々を納得させるのは本当に困難だったのだと思います。誰が伝えたのかは分かりませんでしたが、コリントの実情の問題や、コリントからの質問に答えるような形で、辛抱強く粘り強く答えて言ったパウロの姿勢には頭が下がります。私たちだったらきっと、コリントの人々のひどさ加減を嘆いて、もう勝手にするがよいと、放り投げてしまっているのかもしれません。何も知らないのに文句ばかり言って、勝手なことばかりするような教会はどうにでも成ればいいと思ってしまうかもしれません。ですが、パウロが相手にしているのは、その一人ひとりの人間ではなく、イエスキリストの体としての教会であり、イエスキリストが愛した教会なのです。自分の思いをなげうって、復活の主に答えたいという思いで、あったろうと思います。このコリントの信徒への手紙を読んでいて思うのは、もう時間がないというパウロの思いです。もう終末の時がそこまでやってきている。主の再臨の時がすぐやってくる。だから、もう余計なことはしないで、主の再臨を迎えられるように清め、整えようではないかという思いが伝わってきます。これが今の私たちの感覚と大きく違うので、時々、読み誤ってしまうところです。
　日本でも平安末期から末法思想が蔓延し、法然とか親鸞が念仏による救いを説いていったところと少し似ているところがあります。彼らは、当時の救いからもれ、悪人とされる人々にさえも悪人正機説を唱えて、すべての人の救いを願っていきました。パウロもまた、この終末のときを迎え、とにかく一人でも多くの人が神の救いに預かれるようにという思いが、力強い宣教を推し進めて言ったものだと思います。特に罪びととされる人々に救いを語りました。このコリントへの宣教はまだ道半ばです。むしろまだまだこじれたままです。パウロは決してあきらめることなく、投げ出すことなく、またコリントへの信徒の手紙Ⅱを書くことになりますが、引き続きこのパウロの書簡を学んで行きたいと思います。
 (一分間の祈り)
(祈り)

天の父なる神様、今日もこの会が与えられましたことを感謝いたします。コリントの信徒への手紙第一が終わりました。使徒言行録、エフェソの信徒への手紙に続いて、ともに学ぶことができましたことを感謝いたします。多くのことを教えられ、多くの励ましを与えられ、多くの喜びが与えられました。
あなたが共におられる、この学びの時が、私たちの思いをばらばらにせず、ひとつの思いに留めているのだと思います。もしこれがなければ、もっと孤独な悲しい気持ちにあったかもしれません。私たちはこの試練を通して、成長させられているのかもしれません。何物にもこだわることなく、あなたが与えてくださることに意味を見出し、あなたに委ねて歩ませてください。どうかすべての人に喜びと平安がありますように。
　今、ヨーロッパやアメリカそして日本においてもキリスト教が勢いを失っています。それはプロテスタントもカトリックも同じです。アジアやアフリカでは教勢が伸びていますが、いずれまた同じようになるのだと思います。もう、みんなと渡れば怖くないという時代は終わったのです。それぞれが、しっかりとあなたと向き合って、本当の信仰を求めない限り、信仰に立って歩むことは難しくなるのではないかと思っています。神様、どうかこの世の出来事に惑わされることなく、あなたへの信仰を求め委ねて歩ませてください。また、あなたの教会が、あなたのみ心にかなって、歩むことができますように導いてください。目に見えるものだけではなく、目に見えないものにも目を向けさせてください。あなたの祝福が、私たちの上に与えられますように。マラナ・タ。　
この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

◆エルサレム教会の信徒のための募金

１コリ 16:1　聖なる者たちのための募金については、わたしがガラテヤの諸教会に指示したように、あなたがたも実行しなさい。

１コリ 16:2　わたしがそちらに着いてから初めて募金が行われることのないように、週の初めの日にはいつも、各自収入に応じて、幾らかずつでも手もとに取って置きなさい。

１コリ 16:3　そちらに着いたら、あなたがたから承認された人たちに手紙を持たせて、その贈り物を届けにエルサレムに行かせましょう。

１コリ 16:4　わたしも行く方がよければ、その人たちはわたしと一緒に行くことになるでしょう。

◆旅行の計画

１コリ 16:5　わたしは、マケドニア経由でそちらへ行きます。マケドニア州を通りますから、

１コリ 16:6　たぶんあなたがたのところに滞在し、場合によっては、冬を越すことになるかもしれません。そうなれば、次にどこに出かけるにしろ、あなたがたから送り出してもらえるでしょう。

１コリ 16:7　わたしは、今、旅のついでにあなたがたに会うようなことはしたくない。主が許してくだされば、しばらくあなたがたのところに滞在したいと思っています。
１コリ 16:8　しかし、五旬祭まではエフェソに滞在します。

１コリ 16:9　わたしの働きのために大きな門が開かれているだけでなく、反対者もたくさんいるからです。

１コリ 16:10　テモテがそちらに着いたら、あなたがたのところで心配なく過ごせるようお世話ください。わたしと同様、彼は主の仕事をしているのです。

１コリ 16:11　だれも彼をないがしろにしてはならない。わたしのところに来るときには、安心して来られるように送り出してください。わたしは、彼が兄弟たちと一緒に来るのを、待っているのです。

１コリ 16:12　兄弟アポロについては、兄弟たちと一緒にあなたがたのところに行くようにと、しきりに勧めたのですが、彼は今行く意志は全くありません。良い機会が来れば、行くことでしょう。

◆結びの言葉

１コリ 16:13　目を覚ましていなさい。信仰に基づいてしっかり立ちなさい。雄々しく強く生きなさい。

１コリ 16:14　何事も愛をもって行いなさい。

１コリ 16:15　兄弟たち、お願いします。あなたがたも知っているように、ステファナの一家は、アカイア州の初穂で、聖なる者たちに対して労を惜しまず世話をしてくれました。

１コリ 16:16　どうか、あなたがたもこの人たちや、彼らと一緒に働き、労苦してきたすべての人々に従ってください。

１コリ 16:17　ステファナ、フォルトナト、アカイコが来てくれたので、大変うれしく思っています。この人たちは、あなたがたのいないときに、代わりを務めてくれました。

１コリ 16:18　わたしとあなたがたとを元気づけてくれたのです。このような人たちを重んじてください。

１コリ 16:19　アジア州の諸教会があなたがたによろしくと言っています。アキラとプリスカが、その家に集まる教会の人々と共に、主においてあなたがたにくれぐれもよろしくとのことです。

１コリ 16:20　すべての兄弟があなたがたによろしくと言っています。あなたがたも、聖なる口づけによって互いに挨拶を交わしなさい。

１コリ 16:21　わたしパウロが、自分の手で挨拶を記します。

１コリ 16:22　主を愛さない者は、神から見捨てられるがいい。マラナ・タ（主よ、来てください）。

１コリ 16:23　主イエスの恵みが、あなたがたと共にあるように。

１コリ 16:24　わたしの愛が、キリスト・イエスにおいてあなたがた一同と共にあるように。
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